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連絡先
電話・FAX 095-819-7946

同窓会事務局 中尾

同窓会員数

総数 4,146名
養成所 235名
厚生女学部 122名
看護学校 1,277名
医療短大 1,200名
保健学科 1,284名

（医療短大の卒業生7名を除く）

修士課程 25名
（看護学校、医療短大、保健学科
の卒業生31名を除く）

名誉会員 0名
準会員 3名

2022年9月30日現在

会長あいさつ
会長 浦田 秀子

会員の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

今年も国内外で大きな変化があり、心穏やかな日常ではありませんでした。そのような中で、看

護に全力を尽くしておられる同窓生の皆様に心より感謝を申し上げます。

８月９日、例年どおり医学部主催で原爆慰霊祭が行われました。コロナ禍のため、残念ながらご

遺族に案内はできず、主に大学の教職員により執り行われました。今年はウクライナからの留学

生の参列がありました。戦禍で勉学の場を奪われながらも、学び続ける志を持った学生たちは、将

来母国を支える礎になってくれるものと信じます。原爆で亡くなられた方々へ黙祷を捧げて下さる

お姿に１日も早い終息を祈りました。

放射線看護の専門看護師教育について、「同窓会便り12号」（平成28年）でご報告させていただ

きました。この度、日本看護協会で14番目の専門分野として特定され、大きく前進することができま

した。今年度中に「放射線看護専門看護師」が誕生し、放射線診療、被ばく医療の領域において活

躍されることを期待しております。

同封の「看護学同窓会便り」ですが、同窓会ホームページにこれまで発刊したNo.1～No.17の全

号を掲載いたしました。今年新入会員としてお迎えした保健学科17回生67名の皆様にとって、同窓

会を身近に感じていただく一助になればと願っております。

この夏、３年ぶりに様々な行事が再開されるようになりましたが、令和４年度も総会・懇親会の開

催を見合わせました。ご理解いただきたく何卒よろしくお願い申し上げます。来年の120周年には

講演会や2002年後の同窓会活動の報告等を検討しており、お会いできることを楽しみにしておりま

す。今後もご支援・ご協力をいただき、同窓会の「継承と発展」に務めてまいりたいと思います。

会員の皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

庶務報告

令和3年度庶務報告
１．令和 3年度入会者 66名

令和 4年度入会者 67名
２．経過報告
１）同窓会総会 令和3年11月20日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため
理事会において総会の決議を行った。

２）理事会開催 3回（内1回は書面会議）
３）慶弔
・原爆慰霊祭に浦田会長献花、生花寄贈
・保健学科卒業式に生花スタンド

４）「新型コロナウイルスと共存する看護学教育」
への寄付協力

５）看護学研究奨励賞運営
６）同窓会便りNo.17発行

表彰者

令和4年度日本看護協会長表彰 勝野久美子（看学27回生）



島の看護に魅せられて
長崎県壱岐病院／長崎県病院企業団本部

医短10回生 庄山 由美

長崎大学医療技術短期大学部（現：長崎大学医学部保健学科）在学中、地域実習先の対馬での

島嶼の看護に興味を抱きながら時が経過しました。地元福岡の病院に入職後、循環器内科等で

の勤務を経て、日本看護協会救急看護認定看護師を取得しましたが、患者に対しタイムリーな対

応ができずジレンマを感じていました。人生の岐路に立ったとき、認定看護師教育課程の授業の

中で知ったNP（nurse practitioner）をふと思い出したのが僥倖でした。『NPになる』思いを馳せ大分

県立看護科学大学院に進学し、16年ぶりの女子大生を謳歌しながら2年間猛勉強しました。

現在、診療看護師（NP）として島に勤務して７年目になりましたが、島のコミュニティの中で心地よ

く充実した時間を過ごしています。「医師の思考（頭の中）」を知ることで、「患者・家族⇔医師」では

患者の擁護者となり、「医師⇔看護職・他職種」では橋渡し的役割を担います。私たちはよく『住み

慣れた家でその人らしく』と言いますが、島を愛する島民にとって「その人らしいって何？」「私たち

（医療者）の自己満足だったのでは？」「患者は本当にそれを望んでいた？」と退院調整を行う際

に、社会福祉士等とともに振り返ります。しかし、退院後訪問時にシャキッと歩く元気そうな患者の

姿を見ると、『住み慣れた家でその人らしい』生活が出来ているように感じられます。診療看護師

（NP）が入院から退院後まで切れ目なく患者・家族や福祉・介護職員との関わりは在宅療養移行

支援となり、島の医療スタッフの一員として多職種協働することは医療の質向上に繋がると考えま

す。このように充実した日々を過ごすことができるのは、管理者やスタッフのおかげであると常に

感謝しています。また2019年より長崎県病院企業団本部にも属し、島の看護の質向上を目的に教

育体制の構築を図っています。さらに本年度より前長崎大学病院看護部長の貞方三枝子看護管

理監のもとで勉強させていただき、刺激的な日々を過ごしています。

去る2020年3月、県内初のCOVID-19感染陽性者が壱岐島で発生しました。当初は未曾有のウ

イルスが脅威でありましたが、病院幹部や感染管理認定看護師と情報共有しながら自分の役割を

遂行し、当該病院や他施設へのCovMAT支援活動も行いました。またコロナ禍において、島の医

療・福祉・行政等の連携がより強くなり、改めて多くの学びがありました。壱岐島の住民はいつも私

たち医療者を労ってくれます。島の人は本当に温かく、住めば住むほど島の魅力に引き込まれて

いるこの頃です。

ホームページのご案内
長崎看護学同窓会のホームページで皆さまへのお知らせやご報告、ニュースレターなどの情報発信を行って
おります。同窓会へのご連絡やお問い合わせにもご活用ください。
URL：https://www.nagasaki-kango.org

おねがい
お近くに同窓会便りが届いていない同窓生がおられましたら、事務局への連絡をお伝え下さい。
また、住所等に変更がある際もご連絡をお願いいたします。

https://www.nagasaki-kango.org/


「経済的困窮状態にある学生に対する経済的支援」 に関する御礼とご報告

長崎看護学同窓会の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、2020年からご支援いただいております新型コロナウィルス感染症蔓延に伴う「経済的困窮

状態にある学生に対する経済的支援」ですが、おかげ様で、2021年度も延13人の学生に総額38万
円を支援することができました。学生も実習受入施設もwithコロナの状況に慣れてきて、各自で事
前に対応策を講じることができるようになった側面もある一方で、実習施設によっては実習中の「ア
ルバイト禁止」を実習受入要件としている場合もあり、経済的支援を必要とする学生がおります。
また、皆さまからいただきました多くのご寄付を看護学教育に活かしたいと考え、看護学実習室

のベッドを4台、購入させていただきました。現在55歳の教員が「学生の時から使っている」という年
代物のベッドを、不具合がありながら使用していたのですが、おかげ様で演習も円滑に行えるように
なりました。心より感謝申し上げます。
末筆ながら皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。時節柄、どうぞご自愛の上、お過ごしく

ださい。
2022年9月吉日
長崎大学医学部保健学科看護学専攻主任 大西眞由美

【連絡・問合せ】
〒852-8520 長崎市坂本1-7-1
電話） 095-819-7943
ファックス） 095-819-7907
e-mail) mohnishi@nagasaki-u.ac.jp

長崎大学病院 弥永翼颯さん

1：料理をしたりショッピングをしたり、あとは友達が
美味しいお店をいっぱい知っているので、わくわくし
ながら巡ることもあります。

2：めったに連絡してこない友達から、LINEが来たこと
です。

3：たくさんありますが、その中の１つが思っていたより
病院が広かったことです。研修のときや患者さんの
お迎えに行くときに迷子になることもあります…。

4：緊張の毎日ですが、長崎大学での学びを生かして
成長していきたいです。1日1日を大切に、そして楽し
みを見つけながら過ごせればなと思っています。

五島中央病院 川上甚哉さん

1：休日はドライブをしたり、家で映画を見たりして

います。なるべく気分転換できる時間を作れる

ように心がけています！

2：患者さんから退院の際にお手紙をいただいたこ

とです。今でも落ち込んだ時やうまくいかなかっ

たときに読み返しています。不安ながらもしっか

り患者さんと向き合って看護したことが形になっ

てかえってきたことは、とてもうれしかったです。

3：先輩看護師さんたちの知識量です。私はいま

離島の病院で内科に所属しているのですが、

すべての内科系の疾患を勉強しないとついてい

けないと感じています。疑問に思っていることを

先輩に相談したらすぐに答えてくれて勉強のアド

バイスまで下さる先輩方には、感謝しかありま

せん。自分も先輩たちのように知識をしっかり

獲得できるよう日々勉強しています。

4：同期に大学の同級生が誰もいないことが不安

でしたが、いろんな場所で頑張っていると考える

と負けられないなと感じます。まだまだ一人前に

なるには程遠いですが、少しずつ成長していけ

たらいいなと思います。

浜の町病院 渡邉真衣さん

1：美味しいものを食べにいったり、家でNetflixを見たり
して過ごしています。

2：自分のお給料で欲しいものを買ったことです。
3：多重課題が多いなかで、先輩たちが毎日ミスなく
時間内に仕事を終えていることにびっくりしました。

4：まだまだ未熟ですが、少しずつ経験を積みながら
日々頑張ります！

1:休日は何をしていますか
2:最近うれしかったことを教えてください
3:看護師になって一番びっくりしたことは何ですか
4:最後にひとことお願いします

新しく入会された方からのメッセージ



編集後記：ここ数年、同窓会総会では、皆様にお会いできず残念です。しかし、今号でも同窓生の
ご活躍などをお伝えすることができ、うれしい思いを感じております。年に1回の発行ではありますが、
これからも同窓会便りが皆様とのつながりのひとつであることを願っております。 （保健2・森下暁）

令和4年度看護学同窓会理事名簿

令和4年度看護学研究奨励賞受賞者
ならびに次年度募集について

本年度は2件の応募がありました。コロナ対策
優先の生活が続き、研究活動の困難な状況も
推察される中、応募していただいた方に敬意を
表したいと思います。
１．本年度応募の研究課題
①「新型コロナウイルス感染症流行下における

看護師のQOLを規定する要因−感染患者
ケア群と非ケア群との比較−」

②「看護学生と歯科衛生学生の口腔環境と
セルフケア習慣の実態」

２．総会（理事会）で発表予定の研究課題
①「長崎大学病院における無侵襲的出生前

遺伝学的検査(Noninvasive prenatal genetic
testing)導入前後の出生前検査の比較」

宮田海香子（予定）
②「腹腔鏡下消化管手術の麻酔導入前後に

おける潅流指標と中枢温の関連」
原 健太朗

☆次年度も以下の日程で募集します。ご応募を
お待ちしております。
応募期限：令和5年6月20日～7月20日
詳細については下記までお問い合わせ下さい。

問い合わせ先：
勝野久美子 長崎北病院 Tel 095-886-8700

e-mail：kita_k_katsuno@shunkaikai.jp

物故者のお知らせ
お知らせいただいた方を掲載しております。

里見 スミ （旧姓 正木）
養成所 13期生 令和2年6月

森 房江 （旧姓 本多）
養成所 23期生

藤岡 フジエ（旧姓 矢口）
養成所 23期生 令和4年6月27日

坂下 マツミ
養成所 23期生 令和3年8月29日

藤崎 歳子 （旧姓 堀江）
厚生女学部 1回生 令和3年3月1日

古橋 澄子 （旧姓 安野）
厚生女学部 1回生 令和4年5月1日

平田 一江 （旧姓 吉田）
厚生女学部 3回生 令和4年2月23日

中川 京子 （旧姓 宮下）
看学 10回生 令和3年10月

森塚 美保
看学 36回生 令和4年5月17日

役職・氏名 卒業回・所属

名誉会長
加藤 奈智子

看学2

会長
浦田 秀子 看学21

副会長
萩原 絹子

勝野 久美子
（看護学研究奨励賞担当）

看学28

看学27
春回会長崎北病院

書記
小渕 美樹子
中尾 理恵子

看学36・看護部
医短3・保健学科

会計
鳥越 絹代
齊藤 美保

医短1・看護部
医短2・看護部

監査
下田 澄江
田添 京子

看学20
看学22

学外理事
荒木 宣代
山口 則子
伊東 由美子（新規理事）
久松 千鶴香
鈴木 尚子
堀川 新二
鈴木 由布子

看学10
看学15
看学28
看学26
看学30
医短15
保健6

学内理事
福田 昌恵
中村 千代美
後田 実知子
片山 哲也
森藤 香奈子

（看護学研究奨励賞担当）
張川 恭子
大山 祐介
森下 暁

看学34・手術部
看学36・11階西
医短2・看護部
医短8・9階東
医短10・保健学科

医短10・10階東
医短15・保健学科
保健2・がん診療
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